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令和３年６月２日  市長定例記者会見 

 

 

 

 

 

広域交流型オンライン社会科地域学習を開催 
 

１ 概要 

市内の学校、地域の学び場、広島大学がつながり、新たな学びの形態を生み出します。 

東広島市の地域教材を集めた「東広島図書館デジタルコンテンツ『のん太の学び場』」の

内容と、小学校３・４年生社会科の学習内容を関連付けたオリジナル単元を設定し、小学

校と地域の学び場、広島大学をオンラインでつないで遠隔授業を実施します。 

 ※のん太の学び場 

  東広島市立図書館と広島大学教育ヴィジョン研究センター（ＥＶＲＩ）が連携して開発し

た地域学習用デジタルコンテンツ。子どもたちの課題発見・課題解決型の学習を支援します。 

 

２ 詳細 

（１）テーマ 

「ピンク色のバスのヒミツをさぐれ、仲間をさがせ！」 

 

 

 

 

 

（２）講師 

広島大学教育ヴィジョン研究センター センター長 草原 和博 教授 

（３）実施日 

令和３年６月１８日（金）１３時４０分～１５時１５分 

令和３年６月２５日（金）１４時００分～１５時１５分 

（４）参加校 

八本松、平岩、豊栄、河内、木谷小学校の４年生（１３０人程度） 

（５）実施場所 

市内小学校、広島大学、東広島市役所、地域の学び場 

（６）実施方法 

・広島大学の先生が、対象の小学生に遠隔授業 

・小学生は、ＧＩＧＡスクール用のタブレットを利用して交流 

・大学生は、リポーターとなり地域の学び場から情報を提供 

（７）広域交流型オンライン社会科地域学習のねらい 

・学びの広域性を保証   ・学びの真正さを追求   ・学びの学術性を担保

学校教育部 教育総務課 

電話：082-420-0974 

子どもたちにとっては 

・市内の様々な地域の同級生とともに学ぶ機会となります。 

・大学の先生に授業をしてもらえます。 

・身近なもの（のんバスや各地のコミュニティーバス）を題材として、地域や市の様子に 

ついて学べます。 



2 

 

〇広域交流型オンライン社会科地域学習 

 
 

 

 

 

 

〇デジタルコンテンツ 

 

今回は、デジタルコンテンツの中から、「のんバス」

を使用します。 

小学生は、のんバスと民間のバスを比較・検討し、

のんバス運行のねらいや意義を学びます。 

また、市内各地のコミュニティバスについても学び、

それらの課題を見出し、改善点について考えます。 

 その他、市内各町の特色や、安心してくらせるまち

づくり等のデジタルコンテンツがあります。 
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〇デジタルコンテンツ「のん太の学び場」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 


